
御茶の水キリストの教会                     2009年6月21日(日) 
朝の礼拝説教ワークシート                   説教： 野口 良哉 
 

屋根瓦をはがすほどの信仰!? 

―新しい働きに向けて― 
ルカの福音書 5:17-20 

 
【導入】 

本日：六月の第三日曜日＝「  の日」 
 その由来・・・米国ワシントン州の J.B.    夫人の提唱 

  男手一つで自分たち子供を育ててくれた父親に感謝したい！ 

｢母の日｣はカーネーション、この日は   が一般的!? 

    本日：週の初めの日＝真の  なる神の日 

   をささげる日、自分自身をささげる(献身の)時 

 
【本題】 

三つの   福音書を比較・総合して読むと 
話の内容(ストーリー)がより   的に再構築される!? 
 

このいやしの記事に特徴的な二つのポイント 
① 本人よりも彼を連れてきた四人の男性たちの   に着目 
   周囲の者たちの信仰が一人の人の救いにつながっていく 

「信仰は救いの    」と言えよう 
     ② 四人の男性たちのやや過激なやり方＝屋根の  をはがす!? 

信仰というものは、   をも覆す迫力を持っている 
逆に、常識的に見えることの中に、不信仰が潜んでいる 

        時に、私たちは屋根をはがす必要あり 
         信仰の   現象を食い止め、その   性回復のために 
 
【結論】 
    ともすると、信仰に「   」という名の“屋根”を被せてしまう 
     しかしながら、私たちはもっと成長し得るかもしれない 
      キリストの    (エペソ 4:13)にまで達する可能性あり 

そのためにも、“An Extra Mile”(マタイの福音書 5章 41 節)、 

決して現状   に安住せずに、「もうちょっと、やってみよう！」 


